
☆天文の基礎知識 流昼と流星騨

太陽の周りには、繍長い楕円形の軌道を通り、数年ま

たは数十年もかけて太陽を何回も回ったり、 1回だけしか

太陽に近づかない彗基がたくさんあります。

それらの彗星は、通った後にたくさんの流 星物質と言われ

る小さな石のかけらのような物をまき散らしていきます。

まき散らされた流星物質は年数が経つにつれてだんだん

ばらばらに広まるので、地球の周りにもたくさんあります。

それが地球に飛びこんで来て光るのが一般的な流星

(散在流星と言う)で、季節や時刻によって数に違いはあ

りますが、一年中、 1時間に2へ3個ぐらいは観察できます。

それに対して、比較的若い彗星が、その決まっている軌道近くにまき散らしていった流星物質は、

当分、あまり広がらないで軌道の近くにただよっています。その軌道の近くを地球が毎年のように、

しかもほぼ同じ月日のころに通り、数日間にわたって、輯射点(または殻遠景)と言われる1点から

四方八方に向かってたくさんの流星が流れるように見えます。これが流星群です。

かく流星群には、その輯射点がどの星座にあるかによってその星座の名前をつけて「○○座流

星群」と言ったり、人の名前などがつけられているものもあり、特に1月のしぶんぎ座流星群、 8月

のベルセウス座流星群、 12月のふたご座流星群などが、毎年、1時間に数十から数百個もの多

くの流星が見られることで知られています。 (左の「i8月のおもな天文現象」参照)

銀薄幸電探榛隊2021② =天賦と夏の墓室観察こ

コロナのえいきょうでスタートがおくれていた

「銀河宇宙探検隊」が、ようやく7月3目(土)に

六郷公民館で開催されました。今年の参加は小学

生15人。中学生2人。入隊式後、自分用の4伽

と班で使う大きな天体望遠鏡の使い方を学びまし

た。太陽の安全な方法での観察では、ひさしぶり

に大きな「黒点」を発見することができ、びっく

り!また、家でも活動する「自宅観察」、星座早

見盤の使い方、今後の天文現象も行いました。

奇跡的に晴れた夜は、金星を望遠鏡で楽しんだ

後、見え始めた星を数える競争?や夏の大三角付

近。さそり座などの星座さがしと1等星を確認。

中でも、人工衛星を7・8個も見つけることがで

き隊員たちはおおさわざでした。宇宙のとびらを

開けた隊員たちの今後の活動に注目です。次回は

はじめて望遠鏡で見る「金星」にもう夢葦です!

9月1 8日、月と木星e土星がテーマです。 星空を十分楽しんだ隊員たちは、えがおでいっぱい


